
























































준혁 2009; 윤민재 2015］。さらに、この種の民族主義が歴史・伝統の創造
や集合的想像に支えられていることは周知の通りである［Anderson 1983; 



























































































　なお、本研究のために 2013年 12月 28日から 31日まで、2014年 3月 6










































街地＝旧中心市街地であり、韓国では「旧都心」［高錫珪 2009（2004）: 302; 
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なるあり、陸に農産物の豊
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る所の良港
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也（中略）一大商港たるの素質
4 4 4 4 4 4 4
と、一大遊楽地たるの形勝
































内地人 朝鮮人 外国人 合計 内地人 朝鮮人 外国人 合計
1897 206 2,600 - 2,806 45 520 - 565
1902 1,045 3,655 55 4,755 266 790 27 1,083










101 12,771 1,376 1,958 43 3,377 (2)
1921 5,685 12,096 164 17,945 1,238 2,536 47 3,821






379 33,244 1,551 4,368 69 5,988
1935 (3) 8,836 49,967 243 (4) 59,046 - - - -
1938 8,551 56,923 98 65,572 - - - -
※ 資料：木浦府 1930『木浦府史』、828頁；木浦市・木浦市史編纂委員会 2017『木
浦市史 1（港都木浦）』、160・161頁（韓国語）。




注  (3)：1935年と 38年は『木浦市史 1』の資料に基づく。但し、戸数の資料はない。








うが高いという点である。表 1によれば、日本人の人口は 1897年から 1902
年までの間に約 5.1倍、1902年から 1907年までは約 2.7倍、1907年から
1912年までは約 1.9倍に増えており、同時期における朝鮮人の人口増加率と
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、中央には草葺き屋根の民家
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とその間にお金持ち
の 4軒の瓦葺き屋根の屋敷
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ばかりである。また、向かい側の儒達山の
麓を見てみよう。家は岩の隙間に穴が開いた豚小屋のような草葺き屋根













































あったのが 1938年には 65,572人にまで増え、約 8年間で人口はほぼ倍増
した（表 1）。6万人以上の人口を抱えるようになった木浦には、木浦公立
尋常高等小学校（1898）、木浦公立普通学校（1907）といった教育施設［木
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を南鮮の一角に樹立し、将来尚ほ益々発展に発展を加
へて理想の大木浦





































































































































































































　韓国の主要放送局の 1つである SBSは 2019年 1月 15日に、韓国の文化
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（原都心を）を離れずに
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」のために撤去してほしいという近隣住民からの要望













年 11月 20日に「市道記念物」第 174号に指定し、管理団体となる市に当該
建物の保存を要請する行政命令の形で、取り壊しを止めることができた。市

























帯は 2003年 7月 29日に「竹洞教会撤去に対する再検討を求める意見書」を、
同年 8月 6日には「木浦の文化観光特区指定に関する提案書」をそれぞれ市
に提出し、「市に活力を与え経済的活性化
4 4 4 4 4 4
を図ることができ、ひいては世界
的な都市に発展していくためには‘文化観光









































4 4 4 4 4
の損失を被
ることになるであろう。（中略）木浦の歴史的特性は近代文化都市
4 4 4 4 4 4
とい
う点にあり、湖南地方で最も早く近代的教育























店街繁栄会」の 183人、2006年 3月には木浦中央教会の牧師と 132人の信
徒が原都心活性化のために商店街の駐車場
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
にすべく市が買い取るべきだとい
う要望に対する行政措置であるため、これだけの原都心住民
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代の産物
4 4 4 4
とはいえ、歴史的・教育的・文化的に活用の価値の高い建築物
である。さらに、この建物を日本人が使ったのは長くても 15年
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 44 4
に過ぎ
ない。しかし、我々韓国人が 60年間使ってきた大切な文化空間





























































































































1897年 10月 1日に木浦港が開港した。以後 1910年に日帝が国権を奪っ
た年の 10月 1日に「木浦府」に改称した。1932年には務安郡の一部地
域を編入し、8.6㎢の都市面積に人口 6万人を抱える全国 6大都市の 1
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つに成長


























































10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 計
男性 2 5 8 8 1 0 0 24
女性 3 6 10 8 7 2 0 36
計 5 11 18 16 8 2 0 60
表2-2　「木浦近代歴史館2館」来館者アンケート調査結果（居住地・同伴者）
木浦 ソウル 全羅南道 その他 計
家族 2 5 1 21 29
友人 1 3 0 3 7
恋人 2 2 4 6 14
その他 1 1 0 8 10
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、従来の近代歴史
4 4 4 4 4 4 4
館は 2館































































10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 計
男性 4 6 5 7 1 0 1 24
女性 1 12 9 11 3 0 0 36
計 5 18 14 18 4 0 1 60
表3-2　「木浦近代歴史館1館」来館者アンケート調査結果（居住地・同伴者）
木浦 ソウル 全羅南道 その他 計
家族 2 10 7 16 35
友人 1 1 7 5 14
恋人 0 2 1 4 7
その他 0 2 0 2 4























































































































































































 2）Breen, Michael. “In Korean Democracy, the People Are a Wrathful God.” (ON)








本人財産の接受に関する件［Vesting Title to Japanese Property within Korea］」）、
大韓民国政府の樹立後にその管理権が移譲された（1948年 9月「米国政府
及び大韓民国政府間の財政及び財産に関する最初協定［Initial Financial and 
Property Settlement between the Government of the United States of America and the 




姫 1994: 11; 都市住居研究会 1996］。本研究では、同時期に建設主体として日
本人が建てた建物を「日本式建築物」と称することにしたい。
 6）本研究の事例である「木浦近代歴史館」は、韓国の「博物館及び美術館振興











バートの解釈から（Hulbert, A. M. 1904. “Ajun.” The Korea Review, vol. 4. 〈http://














































































































































































必要だから”」『KBSニュース』2019. 1. 19; 「近代歴史空間の予算 131億のうち
83％」、ON『MK毎日経済新聞』2019. 1. 19。
51）「孫恵園の味方をしてくれた木浦の民心 “投機ではないと答えた人が 57.3%”」、
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Postcolonial City and Using History as Resources:
Focusing on the Preservation of Japanese Colonial Buildings in Mokpo 
and the “Mokpo Modern History Museum” in South Korea
Hyeon-Jeong KIM
This article, based on fieldwork in Mokpo city South Korea which was formed 
and developed as a colonial city from the end of nineteenth century to the Japanese 
colonial era (1910-45), aims to clarify how the local history of “modern times” 
including the Japanese colonial era has been utilized as a resource and what this 
utilization of the specific history signifies focusing on the birth of the two “Mokpo 
Modern History Museums” and their contents. 
In chapter 1 I briefly describe the social history of Mokpo which appeared and 
become a modern city involving characteristics of being a colony under Japanese 
rule. Chapter 2 sheds light on the change of Mokpo after liberation especially 
economic decline, suburbanization, and the depopulation and market collapse of 
the old inner city area (wǒndosim) where numerous Japanese colonial buildings 
have remained. In chapter 3 I examine how the movements of preservation of 
several Japanese colonial buildings, which had not been considered as a subject of 
active preservation during almost 50 years after liberation, occurred and expanded 
in Mokpo. Chapter 4 discusses the exhibition contents of the two Mokpo Modern 
History Museums, focusing on how the local history of modern times is displayed 
and represented. In doing so I analyze what kinds of messages and ideologies can be 
derived in each exhibit.
